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「並木」つてどんなまち?

昭和30年代の後半から昭和40年代は,横 浜が都市

として急速に成長 した時期であ り,た とえば横浜市

の人回は毎年5～ 10万人近い増加がつづきました。

(最近の人口増加は年間1万人前後です)

都市化の大きな波を受け,都 市として成長 してい

くために,都 心の整備や強化,人 口を受け止めるた

めの港北ニュータウン (計画人口22万人)の 建設,

高速道路網の整備やベイブリッジの建設,地 下鉄の

整備など骨格づくりを急 ぐ必要があ りました。

昭和40年 ,こ れらの骨格づ くりとあわせて,都 心

の周辺や市街地に散在 していた工場を金沢の沖合い

の埋め立て地に集約 し,跡 地を市街地の整備に役立

てるとともに,工 場に働 く人のために質の良い住宅

を供給するというね らいを実現するため,「 金沢地

先の臨海都市開発事業」が構想されました。

都心部の強化 ・整備の一員として,現 在整備がす

すめられている 「みなとみらい21」地区も,こ の構

想にもとづいて三菱横浜造船所を移転できたことが

キッカケになつています。

金沢区 「並木」は,こ の構想にもとづいて計画さ

れ,横 浜市や神奈川県,住 宅 ・都市整備公団等が住

宅を建設 した新 しい住宅地 (金沢シーサイ ドタウ

ン)で す。

住宅地は,約 82haの 土地に約10,000戸 ,人 口

30,000人が入居する計画で,昭 和53年から入居が始

まりました。入居開始から5年経つた昭和58年には世

帯数は約6,500世 帯に達 し,平 成 11年 2月 末現在
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都市計画局企画調査課では,パ ートナーシップのまちづくりを進めるため,ま ちづくりの!格報誌
「ヨコハマ 人 ・まち」を発行 しています。この情報誌は趣旨に賛同して集まつた市民と企画調査課

で作つています。
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住みつづけるための街繕い

富岡並木調査隊 (通称とんなんたい)(金 沢区)の 手法と試み

騒8鞠

まちづくろい

8,121世帯,24,307人 が居住 しています。 (並木1丁

目～並木3丁 目の合計)

入居が開始されてからほぼ20年 を経過 し,地 区セ

ンター ・スポーツセンター ・地域ケアプラザ等の公

共施設や商業施設も良 く整つた街にな りました。庭

先や通 りに面 して植えられた樹木も育ち,落 ち着い

た雰囲気の住宅地になつてきています。

住宅地の計画に際 して,住 戸の計画や住棟の配

置,「 小道」 「通 り」などのネットワーク,水 辺に

親 じめる公園の配置等について細かな工夫がこらさ

れた住宅地ですが,長 く住み続けて くるなかで,不

足する駐車場対策やエレベーターが無い住棟に高齢

者が住む場合の不便等,い くつかの課題もうまれて

きている様です。
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「まち」に住み続けるためには,「 まち」につい

て知 り,ま ちにすむ様々な人々の意見をまとめあげ

ながら,こ れから起こつて くる課題を知 り,い まの

うちから対応策について検討 し,可 能な工夫や改善

を積み重ね,時 間をかけてまちを 「つ くろつて」い

くことが必要です。

さまざまな地区で,街 を知るための地図づ くりが

おこなわれています。 「ヨコハマ 人 。まち」8号で

は,地 図づ くりやデータ分析,模 型づ くりをつうじ

て,居 住者のまちへの関心を刺激する金沢区 「富岡

並木調査隊 (通称 と んなんたい)」 の手法や試み

を紹介します。

このグループでは,並 木の居住者を中心に,金 沢

区内の大学のスタツフや学生,地 区内の市民利用施

設運営の関係者,金 沢区の職員などが参加 してぅま

ちを知 るための地図づ くり,計 画的につ くられた
「並木」と自然発生的にできた 「富岡」のまちの比

較や統計データの分析などの活動がすすめられてき

ています。

このグループは,昨 年11月に開催された第2回ヨコ

ハマ都市デザインフォーラムの地域会議への参加を

キッカケに,巨 大な立体模型をつくりました。3月12

日～14日には,並 木のほぼ中心にある専門店街の一

部をか りて,バ ネルやこの巨大な立体模型の展示を

行いました。これは,自 分達の活動や,自 分達がこ

れまでに発見 したこと,そ こから考えたことをもつ

とたくさんの人に知つてもらお う,た くさんの人か

らの声を聞いてみようという試みです。

「街繕い (まちづ くろい)」 の考え方

街にある資源を再活用 ・再利用することによっ

て,誰 もが安心して住み続けられる街のお手入れの

方法が編み出せたら.…。街づくりの発想が,と んな

んたいの 「街繕い (まちづ くろい)」 の考え方で

す。                   !

まず,街 の姿をもう一度見つめ直してみようとた

くさんの人たちと一緒に 「ガリバー&ア リス地図」

をつくる作業が始まりました。 (平成8年)

ガリバー地図

まずは,住 んでいる人たちが街のどこを魅力 と

思つているのか,何 を課題 と感 じているのか,巨 大

地図 (畳8畳分 くらいある !)を 街角で広げて,道 行

く人からたくさんの街情報を収集することにしまし

た。このガ リバー地図の製作は ,「 遊撃ガ リバー

マップづ くり」と名付けられ,お もしろまじめな体

験は,隊 員達に街資源の新たな発見をもたらして く

れました。この情報を検証するために実地見間をす

る 「ガリバーさんの足跡探 し」を経て,「 ガリバー

地図」ができあがりました。

ガリパー地図の一部
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アリス地図

「ガ リバー地図」づ くりと同時に,街 を別の角度

から見つめ直 してみる試みとして,「 ア リス体験」
が行われました。ア リス体験 とは,「 車椅子体験」
「視覚障害者誘導介助体験」 「疑似高齢者体験」の3

つを指 します。
「誰もが安心 して生活できる街」は,高 齢者や障

害者にとって何よりも求められる街の姿です。車椅

子や視覚障害者の介助の基本を学び,さ らに,実 際

に街を歩いてみる 「ア リス体験」。これは,ど のよ

うな街の施設や仕組みが高齢者にとって役に立って

いるのか,ま た,壁 になつてしまうのか,身 をもつ

て体感 してみようという試みで した。この体験を通

じて発見 したあれこれをまとめたものが 「ア リス地

図」です。

アリス地図の一部
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ガリバー&ア リス地図の分析

「ガリバー地図」と 「アリ

ス地図」は,街 のお手入れ方

法を考えるための基礎データ

であ り,街 の診断カルテとも

言えましょうもなおかつ,2

つの地図づ くりは,と んなん

たい隊員の結束を強める共通

体験でもあつたようです。

このカルテの分析は,平 成

9年 に行われました。分析の

視点は,「 地域鳥取」 「街づ

くリーハー ド整備」 「町育て―

ソフト整備」の3つです。

「地域鳥取」では,人 口統

計資料を使い,地 域の年令構

成の推移など,地 域の姿を数

的にとらえ直す科学的な視点

からの検証を試みましたと

「街づ くリーハー ド整備」の視点か ら

は,街 を1義の目を持つて歩き,さ らにきめ

細かく街の魅力資源や課題を掘 り起こすワ
ークショップを行つています。

「町育て―ソフ ト整備」に関 しては ,
「アリス体験」からの発見を手がか りに,

支えあしヽ制度の勉強会や望まれる仕組みの

あ り方などを話 し合いました。

さらに,仲 間を増やすため 「ナイ ト・ウ

オーク」といつたイベントを開催 した り,
「アリス体験」を深めるために 「男のため

に手始めの介護講座」等へ積極的な参加も

しているとのことです。

生活環境整備のようなハー ド整備 (タテ

糸)と ,施 設運営のあ り方や毎日の生活を

支え合う仕組みの活用 ・改善 (ヨコ糸)を

より緊密にしてい くことが,2年 目の活動

調査から見えた 「街繕い」の糸自です。

緑は増えたけど

晴くて

こわい

専門店街での展示 (1999.3)

街について分かつたことが模型の上に (旗のように)示 されて

います

イ

子供が滅つた

学校ががらがらです

空き娘 を

使えませんか

車が多い

まだまだ足りない

駐車母

年をとつても

まだまだ働きたい

と凛団地で

ぃけないかな

年をとったら
―人で外出できますか?

団地は階段″たくさん

Ⅲ格子は通れますか

(産宗団出内にと設中のごみ処理

施政の検に予定されています)

でも

どぅゃって行くの?

地域まちづくり課
ノート
誤：学校ががらがら→正：学校が、がらがら



圭木2T目 人口韓威比佐移

す。横軸が年令,縦 軸が割合です (とんなんたいの資料より)

1 計 画的に開発された住宅地では,同 じような年代や家族構成

|の世帯が入居するため,様 々なタイプの住宅をまぜたり,入 居

|の時期をずらすなどの工夫がされますが,世 帯の増え方が早 く

1居住者の入れ替わ りが少ないと年令の構成がかたよることがあ

|ります。

4.Sヽ
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グラフをみると,並 木の年齢別人口では,45才 ～54才 の人 (こ |

|れから高齢化を迎える年代)や15才～24才め人 (入居前後に生ま|

|れ車が欲しい年代?)の 割り合いが特に多くなっており,グ ラフ|
|の形がほとんを変化せず (居住者の入れ替わ りが少なく),子 供

|の割り合いが少な くなっていることがわかります。首岡の年令構

1成にくらべて山や谷が大きくかたよつています。

1 駐 車場が不足ぎみであることや,今 後5年～10年 の間に高齢者

|(65才 以上)が 一気に増加することになります。
|

3月12日～14日にこのイベントは行われま

したが,我 々は 13日 にお邪魔しました。

なんといつても,昨 年デザインフオーラム

のために作つたという,富 岡 ・並木地区の立

体模型の力強さに驚きました。街の様子が一

目瞭然のすばらしさもさることながら,絶 対

に一人ではできないもの,何 人かの人々が,い

を一つにしなくては成し得ないことをしつか

りと提示され,久 し振りに連帯の力に打たれ

た気がします。

また,ガ リバー&ア リス地図や展示されて

いた資料も力作でした。

さまざまな問題,課 題を抱えつつも,富

岡 ・並木地区をもつと暮らしやすいまちにと

いうテーマと共に,とんなんたいのメンバー

の方たちの意識がどんどん高められていく様

子をうかがい知ることができ大変印象的でし

た。

横浜に住んで15年程経ちますが富岡と並

木という全く表情の違う二つの街をほんの少

しだけですがあるいてみて,ま た 「とんなん

たいとによる展示を見て,改 めて,人 。まち

について考えるところが多かつたです。現

在,自 分がすんでいるまちを見つめなおすい

いチャンスでもありました。

(蟹沢)
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専門店街での展示の様子 (1999.3)

模型による情報の提示は,文 字や写真にくらべ

て,多 くの人の注目を引き分か りやす く,街 の様

子を示す上でとても効果的です。

3日 間で600人 近 くの人の目に触れ,200人 近

い人から意見 (展示場所でのアンケー ト)が 得 ら

れたそうです。

「まちつ くろい」を考えるグループが,自 分達

で調査 し分析 した結果を,で きるだけ多 くの人に

知つてもらおうという試みは,巨 大立体模型やバ

ネルを使 うことによって,大 きな成果をあげた様

です。

展示をした立場,展 示を見た人たちの感想はど

うだつたのでしょうか。展示を終えて,「 とんな

んたい」からさっそく送られてきた展示のまとめ

の一部 (右)を 紹介 します。

(金成,赤 松,谷 日)

巨大立体模型地図展

参加者人数 約  600名

内 ア ンケー ト回答者数 200名

自由意見記入者数 可02名

開催側 :と んなんたいからの感想

1 とにかくたくさんの人に立ち寄つてもらえて良かった。

2.聴講型の発表会形式ではなく、小グループ毎にスタッフが説明に

付 く方式だったので、相手に合わせた説明ができ、6・ 6才 の子

供から70才 代の大人まで楽 しんでもらうことが出来たし、また

参加者の理解をより深めることが出来たと思う。

3.住んでいる人が、住んている人の言葉で 「まち」が抱えている課

題やこれから直面するであろう問題を語ることにより、濃密で広

範な意見交換が可能となった。

4.新しい意見や反応を取り入れることは、活動の活性化に繋がる。

自分たちの活動をもっと知ってもらうためにも、地域で定期的に

情報発信,情 報収集をしていく必要があるのではないか。
5街 をつ くったときの思惑と今の住み心地のぶれ ・ずれを検証する

ことは、次の20年 を考える手がかりとならないか。

参加者側 :ア ンケー ト自由意見より

1.自分もリサイクルとか、いろんなことに挑戦 しようと思つた。

(11才以下女)

2.たまにやってくれると楽 しい。 (11才以下男)

3.町 の様子がよく分かる。パネルも分かりやすかった。 (12～ 17

才女)

4.街の今昔対比写真が興味深かつた。 (18～ 22才 男)
5。今 まで気が付かなかった部分を発見できた。考えが深まつた

(18～ 22才 男)

6.何とな くどアレに来たらこれがあつて、なんか来て良かった。

(23～ 29才 男)

7,これからも続けて欲しい。 (23～29才 女)

8.自分が住むところの良さも実感できた し、問題も分かった。

(30代男)

9.市民団体での調査は始めて。町の様子がよく学習できる。本によ

とめて学校に配布 しては。これからもPRを。 (30代女)

10.よく調査されている。地域を見直す良いきつかけになった。20

年後の街が,b配。 (40代男)
11.これから私たちが生活をしていく中での街づ くり。自分たちか

ら考えなけれはいけないと思つた。 (40代女)

12.活動を初めて知った。貴重な調査結果をなんとか活かしていき

たい。 (50代男)

13.考 えても見なかった活動に頭が下がる。これからもがんばっ

て。 (50代女)

14.課題の中からどんなことをimprove(改 善)し 、どうaction

(行動)し ていくのかが重要ですね。 (60代男)

15.いろいろなことが分かった。出来ることを少 しずつ考えたい。

(60代女)

16.今の生活環境を大切にしたい。大変な労作、ご苦労様でした。

(70代男)

17.すばらしい出来映えに脱帽る今後の活躍を祈 ります。 (70代

女)
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ネットワークが育むまちづ くり
～4方 面ネットワニクからの報告

1996年 に、市内の様々なまちづくり活動グループと横浜市都市計画局企画調査課がいつしよになつ

て、活動を展示する 「ヨコハマ 人 。まち横丁展」を開催 しました。そのとき、市内を4つ の方面に分け

てそれぞれ企画を練り展示を行つたのをきつかけに、4方 面ごとに活動グループ間の交流をすすめようと

発足したのが4方面ネットワークです。

北部方面ネットワーク (港北区 ・緑区 ・青葉区 ・都筑区)、 西部方面ネットワーク (保土ヶ谷区 ・旭

区 ・戸塚区 3泉区 ・瀬谷区)、 中部方面ネットワーク (鶴見区 ・神奈川区 ・西区 日中区 ・南区)、 南部方

面ネットワーク (港南区 B金沢区 ・栄区 ・磯子区)の 4方 面ネットワークの活動は、この情報誌でも紹介

してきましたが、今回はこれまでの活動を振り返つて、交流から何が生まれるかを紹介します。

□区内のネットワーク コ区を超えたネッ

トワーク～南西部方面ネットワーク～

南部では、横丁展以前から金沢区内の市民グルー

プのネ ッ トワークが区を超えて広が りつつあ り、
「金沢水の日」を通 して平潟湾を共有する横須賀市

グルー プとの連携や、円海山緑地に隣接する磯子

区、港南区、栄区、鎌倉市の市民グループのネット

ヮークが生 まれています。金沢区では横浜市での

ネットワークに対 して先んじて区レベルからのネッ

トワークを進めてきたといえます。さらに横丁展が

開かれる頃からは、横浜金澤地域総合研究集団と港

南 まちづ くり塾が世話役 とな り、 「南西部 NPO

ネットワーク連続講座」を開催 してお り、横丁展の

「南西部」としてネットワークしようという動きが

進んでいます。

◆南西部方面ネットワーク連絡先

村橋克彦 (世話人)

狙乳&FAX.045‐787‐2066(横 浜市大)

回 活動現場を知 り合いながら交流 しよう

～西部方面ネットワーク

地域のまちづ くリグループ、歴史のまちづ くリグ

ループ、水 と緑のまちづ くリグループ、地域の福祉

活動グループ、生涯学習グループなどが参加する西

部方面ネ ットワークでは、 3ヶ 月に 1回程度の視察

交流会 「キヤラバン隊はゆ く」を中心に活動を続け

ています。

それぞれのグルニプの活動現場に出向き、活動に

実際にふれながら意見交換をすることで、異なる分

野で活動 しているグループ同士の交流が、地域の総

合的なまちづくりや地域合意をどう進めてい くかと

いうノウハウや知恵を分かち合 うことになるという

ことに気がついてきました。

また、西部方面ネットワークは、瀬谷区長屋門公

園の古民家、瀬谷区日向山小学校のコミユニテイスペ
ース (ランチルーム)、 戸塚区 ドリームハイツの 「夢

みん」 (高齢者などのサロン)と いった活動拠点を

もつて活動 しているグループが多いことも特徴 と

なつています。今後はこうした各拠点が行つている自主

的な事業とも連携をはかりながら、西部方面としての交

流活動をすすめていきたいと考えています。

◆西部方面ネットワーク連絡先

内海宏 (事務局)口 乳045‐852‐3208

□ 「この指 とまれ !」 で交流の輪が広

がつた  ～  北 部方面ネットワーク

横浜の中でも内陸部の 「丘の手どに位置する北部

方面のネットワークでは、 「ヨコハマ  人 ・まち横

丁展」の翌年にさっそ く、 「この指 とまれ !」方式

の実行委員会を募つて、 「横浜丘の手ふるさと創 り

21フオーラム」を開催 しました。その後毎年北部方

面の各区でサロンを続け、 「この指 とまれ !」の輪

を広げています。

北部方面は、区ごとにもまちづ くりや交流の活動

が盛んな地域で、都筑区では自主活動グループの交

流会 「芽の出る交流会」を毎年行つています し、青

葉区では、自分のまちをよく知ろうと 「まつぴい 。

青葉の街」というグループが地図づくりに取 り組ん

だり、毎月 「たまりんば」という自主活動グループ

の交流の場が開かれています。
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各区の区民会議や区民のつどいにおいても、まちづ

くり活動グループのメンバーが何人か参加 していたこ

とにより、 「まちづくり」をテーマに学習会や講座を

開催することができ、区民会議の活動をまちづ くりの

活動としてどのように進めていくかなどを模索 してい

ます。また、自主活動グループや国際交流グループと

の交流の中で、在住外国人との共生のまちづくりも考

えるようになりました。

◆北部方面ネットワーク連絡先

福富洋一郎 (世話人)口 乳045‐942-3480

□力をあわせて地域課題を解決したい

～中部方面ネットワーク

中部方面では、大岡川の再生 ・保全を行 つている

グループとまち歩きなどを行 う生涯学習グループが

いっしょにフォーラムやマ ップづ くりを行いなが

ら、大岡川ネットワークづ くりをすすめ、川を核に

した地域文化圏を認識 しつつあ ります。また、消費

者グループや リサイクル活動を行 うグループ、福祉

ポランティアのグループなどが出会 うことで、お互

いの活動がまちづ くりだという考え方が広がつてき

ています。

中部方面は、中心市街地の衰退で、さびれる商店

街、一人暮 らし高齢者の増加など、まちづ くりや福

祉など様々な面で課題を抱える地域です。自治会 ・

町内会などの既存の地域組織だけでは変化 してきて

いる地域を支えきれなくなつています。

幸い、区民会議にまちづ くり活動グループのメン

バーも参加するなど、地域組織とまちづ くリグルー

プのつなが りもはかられつつあ ります。今後様々な

分野のまちづ くり活動グループと地域組織が力をあ

わせて、中心市街地のコミユニテイを支えてい くこ

とができればと思います。

◆中部方面ネットワーク連絡先

鳴田昌子 (世話人)口 乳045‐623-4550

行政 コ専門家 ・企業ともつと連携をすす

めたい

～ 4方 面ネットワークの今後に向けて

4方 面ネットワークのこれまでの活動には、各区や都市

計画局の職員なども参加や支援をしてきました。ネ ットワ
ークに参加するプランナーなどの専門家の力も大いに役

立っていますともちろん行政や専門家に頼らず市民同士の

ネットワークを広げ、力をあわせてまちづくりを進めてい

くことも必要です。
一方、行政としても地域の総合的なまちづくりに向け

て、各区と各局が協力して市民の活動を応援 したりくそれ

ぞれの事業の連携をはかつていつてほしいと思います。そ

して何よりも、市民 ・行政 白専門家、そして地域のT員 で

ある企業が、ともにまちづくりについて情報交換 し話し合

える場をもつと増やしていきたいと思います。

「みんなで まちづ くり」連続研 究会
～ 市民発意による福祉のまちづくりの知恵を

学びあう集いのご案内 ～

第1回発表者 :市川 俊 明 氏

(二俣川銀座商店街振興組合理事長)

日時 :5月 16日 (日)午 後1時30分 ～4時30分

場所 :横浜市社会福祉協議会9階会議室

(桜木町駅前 健 康福祉総合センター内)

参加費 :500円

主催 :「みんなでまちづくり」連続研究会実行委員会
・横浜プランナーズネウトワーク
・横浜市社会福祉協議会 「横浜市ボランティアセンタ
ーー

」

・福祉のまちづくり市民フオーラムその後の集い)

申込先 :横浜市社会福祉協議会
「横浜市ボランテイアセンター」  担 当 室 井

電話 :045 ( 2 0 1 ) 8 6 2 0   F A X . 0 4 5 ( 2 0 1 ) 1 6 2 0

横浜市のホームページの中に 「ヨコハマ 人 。まち」のホームページを開設しました。この印刷物とほぼ同じ内容のものがインタ

ーネットでご覧になれます。インターネット版では,バ ックナンバーもごらんになれます。

(http:〃www.CRy.yokohama=ip/me/hito m ati)

編集 :「ヨコハマ 人 。まち」編集会議

発行 :横浜市都市計画局企画調査課  〒 231-0017 横 浜市中区港町 1-1

TEL  045-671-3512    FAX  045-663-3415

編集後記
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